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書籍 

著者氏名 論文タイト

ル名 

書籍全体の

編集者名 

書籍名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

加藤則人  外用ステロ

イドの特徴

と使い分け 

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針 

2018 年版 

医学書院 東京 2018 1224 

加藤則人 貨幣状湿

疹、自家感

作性皮膚炎 

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針 

2018 年版 

医学書院 東京 2018 1222 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎、成

人の場合 

赤澤晃 小児アレルギー

エデュケーター

テキスト 基礎編 

診断と治

療社 

東京 2018 66-67 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎（成

人） 

秀道広、青

山裕美、加

藤則人 

エキスパートに

学ぶ「皮膚科診

療パワーアッ

プ」 

中山書店 東京 2018 68-72 

加藤則人 手湿疹  浦部晶夫、

河合眞一、

島田和幸 

新・今日の処方 南江堂, 東京 2018 638-639 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎  

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針

2019 年版－私は

こうして治療し

ている 

医学書院 東京 2019 1242-

1243 

加藤則人 同種薬の特

徴と使い分

け－ステロ

イド外用薬 

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針

2019 年版－私は

こうして治療し

ている 

医学書院 東京 2019 1240 

加藤則人 「プロアク

ティブ療法

はどこまで

有用か？」、 

「アトピッ

クドライス

キン」 

宮地良樹、

大嶋勇成 

こどもの皮膚の

見方 

診断と治

療社 

東京 2019 26-30 

112-114 

加藤則人  「アトピッ

クドライス

キン」、

「Hertoghe

宮地良樹、

安部正敏 

ジェネラリスト

必携！この皮膚

疾患のこの発疹 

医学書院 東京 2019 12-13 

16-17 



151 
 

徴候、

Dennie’s 

line」 

加藤則人  「アトピー

性皮膚炎で

なぜドライ

スキンにな

るのです

か」、「ドラ

イスキンに

なるとアト

ピー性皮膚

炎の発症に

どんな影響

があるので

すか」 

宮地良樹、

安部正敏 

エビデンスに基

づくスキンケア 

中山書店 東京 2019 72-76 

77-84 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎診療

ガイドライ

ン 2018 年版 

椛島健治、

宮地良樹 

エビデンスに基

づくアトピー性

皮膚炎治療 

中山書店 東京 2019 30-37 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎とプ

ロアクティ

ブ療法 

椛島健治、

宮地良樹 

エビデンスに基

づくアトピー性

皮膚炎治療 

中山書店 東京 2019 55 

加藤則人 アレルギー

性皮膚疾患

－特に成人

のアトピー

性皮膚炎に

ついて 

 アレルギー疾患

を有する者への

対応が求められ

ることが多い施

設関係者への研

修資料 

一般社団

法人日本

アレルギ

ー学会 

東京 2019 36-42 

加藤則人 同種薬の特

徴と使い分

け－ステロ

イド外用薬 

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針

2020 年版－私は

こうして治療し

ている 

医学書院 東京 2020 1964 

加藤則人 かゆみ  宮地良樹 各科スペシャリ

ストが伝授. 内

科医が知ってお

くべき疾患 102 

中山書店 東京 2020 28-29 
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加藤則人 アトピー性

皮膚炎 

永井良三ほ

か 

今日の疾患辞典 カイ書林 埼玉 2020 https://w

ww.cds.

ai/docs/

de-

tail/d08

440_ind

d?logge

dIn=true

. 

加藤則人  アトピー性

皮膚炎 

矢崎義雄 新臨床内科学 第

10 版 

医学書院 東京 2020 1716-

1718 

加藤則人 紅皮症 永井良三 今日の診断指針

第 8 版 

医学書院 東京 2020 1551-

1552 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎の新

しい外用薬 

宮地良樹 WHAT’S NEW in 

臨床皮膚科学

2020-2021 

メディカ

ルレビュ

ー社 

東京 2020 72-73 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎 

 学校のアレルギ

ー疾患に対する

取り組みガイド

ライン 

日本学校

保健会 

東京 2020 61-70 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎 

勝沼俊雄 アレルギー疾患

療養指導ガイド

ブック 

メディカ

ルレビュ

ー社 

東京 2020 77-94 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎・蕁

麻疹診療の

実際 

永田真 アレルギー診療

必携ハンドブッ

ク 

中外医学

社 

東京 2021 177- 

189 

加藤則人  アトピー性

皮膚炎 

水口雅、山

形崇倫 

クリニカルガイ

ド小児科－専門

医の診断・治療

－ 

南江堂 東京 2021 485- 

492 

加藤則人 「アトピー

性皮膚炎」 ,

「肌のかゆ

み」 

永井良三、

大曲貴夫、

神田善伸、

倉林正彦、

中島淳、藤

今日の患者説明

資料 

カイ書林 東京 2021  印刷中 
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尾圭志、水

澤英洋 

加藤則人 「ステロイ

ド外用薬」,

「小児アト

ピー性皮膚

炎」,「成人

アトピー性

皮膚炎」 

佐藤伸一、

藤本学、門

野岳史、椛

島健治 

今日の皮膚疾患

治療指針 第5版 

医学書院 東京 2021 印刷中 

加藤則人 ヤヌスキナ

ーゼ

（JAK）阻

害剤の内服

薬 

宮地良樹、

椛島健治 

エビデンスに基

づく皮膚科新薬

の治療指針  

中山書店 東京 2021 印刷中 

加藤則人 アトピー性

皮膚炎診療

ガイドライ

ン2018の検

証 

高橋健造、

佐伯秀久 

皮膚疾患最新の

治療2021-2022 

南江堂 東京 2021 印刷中 

加藤則人 同種薬の特
徴と使い分
け－ステロ
イド外用薬」 

金澤一郎、
永井良三 

今日の治療指針
2021年版－私は
こうして治療し
ている 

医学書院 東京 2021 1272 

内山和彦 漢方 内藤裕二 便秘薬との向き

合い方 

金芳堂 東京 2020 66-69 

金子美子 呼吸リハビ

リテーショ

ンと患者支

援  禁煙指

導 

宇都宮明美 ナーシング・グラ

フィカ EX 疾患

と看護１-呼吸器 

メディカ

出版 

大阪 2020 280-283 

金子美子 重症薬疹の

肺障害 

照 井 正  

大山学 

Derma. 皮膚アレ

ルギー診療のす

べて 

全日本病

院出版会 

東京 2021 97-102 

Tsutsumi 

A 

Return to 

work after 

stroke 

Ute Bült-

mann and 

Johannes 

Siegrist 

Handbook of Disa-

bility, Work and 

Health. Handbook 

Series in Occupa-

Springer, 

Cham 

Switz-

erland 

2020 https://d

oi.org/1

0.1007/

978-3-

319-
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tional Health Sci-

ences 

75381-

2_25-1 

秋岡親司 若年性特発

性関節炎 

福井次矢 , 

髙 木 誠 ,   

小室一成 

今日の治療指針 医学書院 東京 2020 年 1485-

1486 

秋岡親司,

南雲治夫 

小児リウマ

チ性疾患の

診察法 

伊藤秀一 , 

森雅亮 

小児リウマチ学 朝倉書店 東京 2020 年 21-25 

秋岡親司 若年性皮膚

筋炎・若年性

特発性筋疾

患 

厚生労働科

学研究費補

助金  難治

性疾患等政

策研究事業 

小児期およ

び成人移行

期小児リウ

マチ患者の

全国調査デ

ータの解析

と両者の異

同性に基づ

いた全国的

「シームレ

ス」診療ネ

ットワーク

構築による

標準的治療

の均てん化

研究班 

成人診療医のた

めの小児リウマ

チ性疾患移行支

援ガイド 

羊土社 東京 2020 年 105-121 

上原里程 母子保健 柳川洋、中

村好一  

公衆衛生マニュ

アル 2019 

南山堂 東京 2019 93-102 

上原里程 地域におけ

る予防医学． 

日本医学教

育学会地域

医療教育委

員会・全国

地域医療教

育協議会合

同編集委員

地域医療学入門 診断と治

療社 

東京 2019 126-127 
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会 

上原里程 生活習慣と

リスク 

日本医学教

育学会地域

医療教育委

員会・全国

地域医療教

育協議会合

同編集委員

会 

地域医療学入門 診断と治

療社 

東京 2019 128-129 

        

 

雑誌 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版

年 

加藤則人、大矢幸

弘、池田政憲、海老

原全、佐伯秀久、下

条直樹、藤田雄治、

片山一朗、田中暁

生、中原剛士、長尾

みづほ、秀道広、二

村昌樹、藤澤隆夫、

益田浩司、室田浩

之、山本貴和子 

アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018 年 

日皮会誌 

 

アレルギー 

128 

 

67 

2431-2502 

 

1297-1367 

2018 

 

2018 

高山かおる、片山一

朗、室田浩之、佐藤

貴浩、戸倉新樹、椛

島健治、塩原哲夫、

加藤則人、矢上晶

子、足立厚子、横関

博雄 

手湿疹診療ガイドライ

ン 

日皮会誌 

 

128 

 

367-386 2018 

 

秀道広、森桶聡、福

永淳、平郡隆明、千

貫祐子、猪又直子、

益田浩司、谷崎英

昭、中川幸延、矢上

晶子、  中原剛士、戸

蕁麻疹診療ガイドライ

ン 

日皮会誌 

 

128 

 

2503-2624 2018 
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倉新樹、青島正浩、

藤澤隆夫、中村陽

一、堀川達弥、  

五十嵐敦之 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2016 年

版の解説 

Visual Dermatology 17 51-55 2018 

加藤則人 皮膚アレルギー疾患対

策の現状と課題. 特

集：急増するアレルギ

ー疾患の現状と今後の

対策～アレルギー疾患

対策基本法の推進に向

けての展望～ 

医薬ジャーナル 54 93-98 2018 

加藤則人 冬に多い皮膚のトラブ

ル 

中学保健ニュース 1710 8-9 2018 

加藤則人 冬の皮膚のトラブルの

対処法 

中学保健ニュース 1711 8-9 2018 

加藤則人 デュピルマブの海外臨

床試験成績―発疹のみ

でなく痒みや QOL ま

で 

Progress in Medi-

cine 

38 45-48 2018 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 モダンフィジシャ

ン  

38 1061-1063 2018 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の新

規薬剤とその位置づけ 

アレルギー・免疫 25 60-65 2018 

加藤則人 アトピー性皮膚炎に対

する新規治療  

アレルギーの臨床 38 1141-1144 2018 

加藤則人 アレルギー性皮膚疾患 アレルギー 67 1243-1247 2018 

加藤則人 ステロイドの使い方

「皮膚疾患」 

成人病と生活習慣

病 

48 1240-1245 2018 

加藤則人 「アトピーってなんで

すか？」、「ヒルドイド

クリームが問題になっ

ていると聞きました

が、どのような問題で

しょうか？」、「皮膚に

周産期医療 特集

「赤ちゃんとお母

さんのためのアレ

ルギー読本」  

48(増) 143-144 

145-146 

147-148 

149-150 

2018 
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はトリクロサンが良く

ないと聞きました。少

し詳しく教えて下さ

い」、「アトピー性皮膚

炎がひどいのですが、

このまま病院に行かず

に脱ステロイドを続け

るか迷っています」 

加藤則人 プロアクティブ療法  アレルギー 67 1414-1415 2018 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018 は

どう変わる?  

皮膚科の臨床 61 915-922, 2019 

加藤則人 ステロイド外用薬の使

い分け 

レジデントノート 21 1016-1019 2019 

加藤則人 外用療法のアドヒアラ

ンス 

Visual Dermatology 18 462-465 2019 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 内科 124 1920-1923 2019 

加藤則人 「アトピー性皮膚炎診

療ガイドライン 2018」

のワンポイント解説 

アレルギー 68 1111-1114 2019 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018 よ

り 

アレルギア 48 18-19 2019 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 アレルギア 49 11-14 2020 

加藤則人 アトピー性皮膚炎：治

療薬の正しい使い方  

レジデントノート 22 2459-2463 2020 

加藤則人 ステロイドの使い方

「皮膚疾患」 

成人病と生活習慣

病 

印刷中  2021 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 小児科 61 492-497 2020 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018 の

ポイント解説～薬物療

法を中心に. 

日本薬剤師会雑誌 72 353-358 2020 

加藤則人 外用アドヒアランスを

高めるために 

MB デルマ 300 45-50 2020 

中村晃一郎、二村昌 デルゴシチニブ（コレ 日皮会誌 130 1581-1588 2020 
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樹、常深祐一郎、種

瀬啓士、加藤則人 

クチム Ⓡ軟膏）安全使

用マニュアル 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018  

アレルギーの臨床 41 19-24 2020 

加藤則人 皮膚科におけるコーチ

ングと解決志向アプロ

ーチ 

日皮会誌  印刷中 2021 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の診

療の課題 

日臨皮医誌  印刷中 2021 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の新

規バイオマーカー 

SRL 宝函  印刷中 2021 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療

ガイドライン 2018 

Pharma Medica  印刷中 2021 

加藤則人 アトピー性皮膚炎-原因

はなんですか. 

皮膚臨床  印刷中 2021 

朝比奈昭彦、梅澤慶

紀、大槻マミ太郎、

奥山隆平、加藤則

人、金子敦史、亀田

秀人、岸本暢将、佐

野栄紀、多田弥生、

照井正、中川秀己、

長谷川友紀、福田国

彦、森田明理、山本

俊幸 

乾癬性関節炎診療ガイ

ドライン 2019 

日皮会誌 129 2675-2733 2019 

益田浩司 小児の脊椎関節炎とそ

の皮膚症状 

日小皮会誌 38 17-23 2019 

益田浩司 シアノアクリレート樹

脂による接触皮膚炎 

アレルギーの臨床 39 639-642 2019 

金子美子、瀬古友利

恵、髙山浩一.  

気管支喘息治療におけ

る分子標的治療につい

て 

京府医大誌 128 255-264 2019 

上原里程，篠原亮

次，秋山有佳，市川

香織，尾島俊之，松

浦賢長，山崎嘉久，

山縣然太朗. 

次子出産を希望しない

ことと早期産との関

連：健やか親子２１最

終評価より  

日本公衆衛生雑誌 66 15-22. 2019 
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上原里程 母子保健の現状と課題 京府医大誌  128  779-785. 2019 

浅田麻樹、土田真

嗣、大久保直輝、小

田 良、藤原浩芳 

Dupuytren 拘縮に対す

る超音波診断装置を併

用したコラゲナーゼ注

射療法の有用性 

日手会誌 35 569-572 2019 

谷口大吾、妹尾高

宏、小田 良、遠山

将吾、川人 豊、徳

永大作、久保俊一 

関節リウマチに対する

漢方薬併用の有用性 

日東洋医誌 70 254-259 2019 

山﨑哲朗、遠山将

吾、小田 良、徳永

大作、藤原浩芳、久

保俊一 

長期罹患関節リウマチ

患者における手指変形

と機能障害の経時的変

化―10 年間追跡コホ

ートより― 

日手会誌 35 619-624 2019 

内山和彦、高木智

久、内藤裕二 

開発中の IBD 分子標的

治療薬 

IBD Research 13(4) 223-230 2019 

内山和彦、内藤裕二 胆汁酸・腸内細菌を標

的にした大腸がん予防 

アンチ・エイジン

グ医学 

15(2) 200-205 2019 

内山和彦、高木智

久、内藤裕二、伊藤

義人 

炎症性腸疾患治療の最

前線：新たな転換期を

迎えた生物学的製剤 
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